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もの作り元気企業の企業事例（案） 

１．「経営革新」で成功している企業

①エヌエム㈱（福井県）

独自開発の専用セラミックに水道水を通して生成し

た機能水により対象物を洗浄、塗装面のコーティン

グを行う画期的技術「ウオーターコート」を開発。

作業時にも安全で、環境に優しく、電車・船舶、建 
築物外壁と幅広く採用。

②㈱日伸工業（滋賀県）

ブラウン管テレビの主要部品である電子銃のトップ企業か

ら、得意なプレス加工技術をもとに、精密絞り、コイニング

や増肉などの板鍛造を得意とする総合精密プレス部品メー

カーに変身。プレス加工品部品では、世界シェアの高い製品

も多い。 

③アクアテック㈱（大阪府）

独創的技術により、チューブポンプの長寿命化と超小

型化を達成。燃料電池用に試作したチューブポンプは、

厚さ４ｍｍ、縦８ｍｍ、横３０ｍｍの世界最小レベル

である。

④三晃精機㈱（奈良県）

同社の「バッテリカ」（車等の始動機）は、３０年以

上トップシェアで売れ続けている（国内シェア６

０％）。また、産学官連携により、稲の生育における

光と発芽の研究を行うなど、光と農業をテーマに、

毎年１０件程度の研究開発を実施。 

⑤小川工業㈱（和歌山県）

同社独自の技術・ノウハウを活かした汎用プレス機械で

のファインプレスにより、高品質自動車部品を製造。Ｔ

ＰＭ活動（全員参加の全社的設備管理手法）にも熱心で、 
企業業績の向上を達成している。



２．「デザイン」をうまく生かしている企業

①㈱中川パッケージ（京都府）

同社の「キュービックフローター」は、段ボールと樹脂フィル

ム（ポリウレタン）のみで構成され、接着剤を使用せず熱により

溶着する。商品をそのフィルムで挟み込み、宙づりすることによ

り優れた緩衝性をもつ。アジアデザイン大賞を受賞。

３．「産地」や「伝統」の技術を新たな事業に活かした企業

①㈲新喜皮革（兵庫県） 
皮革産地で発展した植物タンニンによるなめし技術を活 
用し、独自の馬革（コードバン）を生産する国内オンリ

ーワン企業。東京と大阪でショップをオープンし、販売

も進めるパイオニア企業。

４．「技術」「技能」を活かしたチャレンジ企業

①永塚工業㈱（大阪府）

ステンレス鋼板製造における仕上工程に不可欠な研磨

布紙・ベルト専業メーカー。たゆまぬ研究開発と製造

設備投資で創業以来１１６年間同じ土地で作り続ける老

舗企業。

②ハードロック工業㈱（大阪府）

同社の「ハードロックナット」は、楔（くさび）の原理

を利用した緩まないネジ。国内の新幹線、橋梁、原子力

発電所等のみならず、台湾新幹線など海外でも幅広く使

われている。


